
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                第 4 回きらら全員協議会を終えて 

                       2 月 26 日（火）１３：４０～１５：３０ 

                       久しぶりにおだやかな気候で、暖かかったせいか、

出席者数が少し寂しい会にはなりましたが、中身はし

っかり濃いものになりました。用意されたお茶とお菓

子をいただきながら、円座になって、なごやかに話が

できました。グループによっては、脱線して、雑談が

中心になったところもあるようですが（笑）それも良 

かったのではと思っています。今回から初めて用意した座布団が大変好評でした。 

 

 本校が取り組んでいる生活リズムについての報告の後、市教育委員会 

の長田淳先生(写真)から、最近の子どもたちが夢中になっているゲーム 

事情について講話がありました。わずか 20 分程度でしたが、私たち大人 

の知らないところで、子どもたちが、ゲーム機経由でインターネットに 

繋がり、とんでもない世界に没頭しているという、背筋が寒くなるよう 

な話でした。インターネットや携帯電話よりもっと怖いゲームの世界・・・２５年度には、どこかで機

会を設けますので、ぜひ、保護者の皆様全員に知っていただきたい内容でした。 

その後、座談会を持ち、参加いただいた皆様から、今年度のコミュニティスクールの活動の成果や課

題として、以下のようなご指摘をいただきました。次年度の活動に生かせるよう努力いたします。 

 

●挨拶の声が、以前より大きくなってきた。大人もよく挨拶している。 

●全体としては少ないが、いろいろな行事に、お父さんの参加が増えてきている。 

●ふれあい給食がとても良かった。 

●運動会に、地域の人たちが参加できることはとても良い。ぜひ継続してほしい。 

●親は、子どものやっているゲームの内容をもっと知らなければならない。 

●生活リズムの取り組みで、朝食を取る大切さについて、もっと親に働きかける必要がある。 

●昔の遊び、自然、食べ物など、今の子どもにもっともっと伝える場が必要ではないか。 

●子どもたちに、きれいな美味しいお茶を飲ませる機会を増やしたい。 

●あいさつ運動では、子どもたちに良く分かるように、ベストを準備して着用してはどうか。 

●運営に関わるメンバーが固定化しないように、多くの人に参加させたい。               

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆四日市市立水沢小学校☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

コミュニティスクールだより 
平成２５年 ３月 １日 第２９号 

きらら峰 標高 888m 



  最後に、三重大学の織田泰幸先生から「コミュニティスクールにおける保護者・地域社会の役割」

と題して、20 分程度の講話がありました。大変おもしろかったので一部紹介させていただきます。 

 

  2011 年 12 月 31 日の大晦日に、オウム真理教の元幹部である平田信が、警視庁本部に出頭して来 

ました。その時、警備にあたっていた機動隊員は、本人ではないと思い取り合わず、近くの交番に 

行くよう指示し、平田容疑者は、６５０ｍも離れた丸の内署に出向いて、やっと御用になったとい 

うおそまつな事件です。 

これを聞いてあなたはどう思いましたか？という問いです。インターネットの書き込みでは、「職 

務怠慢だ。」、「警官は無能すぎる」、「立っているだけで給料もらえるのか」、「こんな調子だから 17 

年も逃亡させた。」「機動隊員を処分すべきだ。」というような意見が圧倒的 

でしたが、出席した皆さんも、ほぼ同様の意見でしたね。 

 

 

 織田先生から、そこで勤めた経験のある警視庁捜査官の見解が紹介されます。 

・ 警視庁本部の正門は、皇居に接しており、他の警戒ポイントとは異質である。 

・ 妄想や妄想癖のある人がよく来る場所として有名である。 

・ 昼間は、「内閣秘密調査室」と鉛筆で書いた名刺を示して本部に入ろうとする老人、「秘密の話だから 

 警視総監じゃないとだめなのよ。」と言って警戒を突破しようとする謎の女性、外周では、罰ゲーム 

ムなのか、度胸だめしなのか、皇居のお堀に飛び込んで一旗あげようとする男、「陛下のお具合が、 

よろしくないのは江戸城の亡霊武者の仕業だから除霊に来ました。」というエクソシストの家族など。 

 ・ 夜になれば、さらに凄くなり、「寝ているうちにソ連のスパイに頭にオシロスコープを埋め込まれた。」 

  という自称スパイ工作被害者、「私は、皇太子殿下の秘密の花嫁です。」というシンデレラ、「霊安室 

に安置されている松本さんに呼ばれてきました。」といった幽霊より恐い男性等、多い日は一日に３～ 

   4 人もやって来ます。 

 ・ そんな警視庁本部に前に、大晦日の深夜に「オウムの平田です。」なんて男が現れても、起動隊だって 

本気にしなかったのでしょうね。 

 

この話の教訓 

○ 現場の実情を知らない人は、ある組織の失態に対して、無責任な立場から、好き勝手な批判を

することができる。 

○ 現場の実情を知っている人は、ある組織の失態に対して、リアリティ 

のある意見を言うことができる。 

  ○ 近年の学校に対する批判も同じではないか。コミュニティスクールは、 

地域社会の人が学校という現場の実情をよく知ることで、これからの 

学校づくりのための建設的な関係を築くための制度である。 

 

 最後に、織田先生が、学校と地域の望ましい関係として示された言葉です。 

① 子どもの成長は、親と子の「縦の関係」、学校における先生と生徒の「横の関係」だけでなく、 

「斜めの関係」 （地域の人、卒業生など異質な大人との交流）の世界で生まれる。 

② 学校、家庭、地域が共に子どものために汗を流そうという当事者意識が実を結ぶ。 

③「いい学校」は、「いい地域」に生まれる。「いい学校」を作ろうと、皆で一緒に汗をかくことで、 

 「いい地域」が生まれる。 
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